	
	時間
	学　習　内　容
	留　意　点

	導入
	５分
	・言葉の説明をする。
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 を指数関数という。
（
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を“底”とする。）


	・後の数学にも出てくる言葉なので、しっかりとおさえる。


	展開
	４０分
	・プリント（別紙）を配る。

（４つのグラフを書く。）

・①のグラフを一緒に描く。

①
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 の＜表＞と＜グラフ＞

・注意点として、
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だと気付かせる。

・②③④のグラフをプリントに描く。

②
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の＜表＞と＜グラフ＞

③
[image: image6.wmf]x

y

3

=

の＜表＞と＜グラフ＞

④pの＜表＞と＜グラフ＞

・４つのグラフを２パターンに分けて、指数関数の性質を整理する。
	・後ろまで配られたか確認する。

・表を埋める際、生徒に発問し、
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のところは強調する。

・グラフは丁寧に描く。

・その際、規則性も見つけるよう助言する。

・机間指導でフォローする。

・生徒が描けているグラフは、黒板にも描く。

・一つ一つ生徒に発問する。
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　右上がり⇔単調増加　　　　 右下がり⇔単調減少
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	・性質を確認しながら、教科書144ページの例題1を黒板で解く。
・教科書144ページの練習8を解く。

　（答え合わせをする。）
	・生徒の反応を見ながら進める。
・机間指導でフォローする。

　（生徒に答えてもらう。）

	まとめ
	５分
	・指数関数の性質について再度説明する。
・オリジナル74ページの346を宿題とする。
	・簡単にまとめる。

・その時の状況によって、変える。
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